１．計画策定の意義
将来にわたって快適な生活環境を確保するためには、循環型社会の構築に向けた一層の取り組みが必要である。

そのためには、住民一人一人の意識の向上が最も重要であり、ごみ処理においても、リサイクルできるものはリサイクルする等、環境に配慮した活動の定着、効率的かつ計画的な分別収集の徹底と、さらなるリサイクル意識の啓発に努めなければならない。

本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律第８条に基づいて容器包装廃棄物を分別収集し、容器包装廃棄物の３R（リデュース、リュース、リサイクル）を促進し、廃棄物の減量や最終処分場の延命化、資源の有効活用を図り、循環型社会の形成が図られることを目標とする。

2． 計画の基本的方向　
本計画を実施するための基本的方向を以下に示す。
· 町民、事業者、行政が一体となり容器包装廃棄物の排出を抑制する。

· リサイクルを基本とした資源循環型社会を促進する。

３．計画期間

本計画の計画期間は平成２９年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。

４．対象品目
本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器(無職、茶色、その他)、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、プラスチック製容器包装を対象とする。

５．各年度における容器包装廃棄物の見込み（法第８条第２項第１号）
	項        目
	２９年度
	３０年度
	３１年度
	３２年度
	３３年度

	容器包装廃棄物
	９０６ｔ
	９０７ｔ
	９０８ｔ
	９０９ｔ
	９１０ｔ


６．容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項

（法第８条第２項第２号）

容器包装廃棄物の排出の抑制の促進を図るため、以下の事業を継続して実施する。

（1） ごみ問題対策協議会

地域住民の代表者、婦人会、老人クラブ連合会、町ＰＴＡ連絡協議会、議会、商工会、学識経験者等で組織し、ごみの減量化及び再資源化を図り、豊かな生活環境を目指す。

（2） 資源ごみ回収活動事業補助制度

資源ごみの回収を実施している団体に対し補助金を交付することにより、ごみ減量化と生活環境の保全に努めるとともに、町民のごみ問題に対する意識の高揚を図る。

（3） 生ごみ処理容器購入補助

家庭の台所から出る生ごみを堆肥化させる容器の購入に対する補助を行い、可燃ごみの排出を抑制する。

７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別の区分（法第８条第２項第３号）

	分別収集する容器包装廃棄物の種類
	収集に係る分別の区分

	主としてスチール製の容器
主としてアルミ製の容器
	缶

	主としてガラス製の容器
	＊無色のガラス製容器

＊茶色のガラス製容器

＊その他のガラス製容器
	ガラスびん

	主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの（原材料をアルミニウムが利用されているものを除く）
	飲料用紙パック

	主として段ボール製の容器
	段ボール

	主として紙製の容器包装であって上記以外のもの
	飲料用紙パック・段ボール以外の紙製容器包装

	主としてポリエチレンテレフタレート製の容器であって飲料、しょうゆを充てんするためのもの
	ペットボトル

	主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
	ペットボトル以外のプラスチック製容器包装


８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第４号）
	
	平成２９年度
	平成３０年度
	平成３１年度
	平成３２年度
	平成３３年度

	主としてスチール製の容器
	１４４t
	１４４t
	１４４t
	１４４t
	１４４t

	主としてアルミ製の容器
	２５t
	２５t
	２５t
	２５t
	２５t

	無色のガラス製容器
	（合計）

６６t
	（合計）

６６t
	（合計）

６６t
	（合計）

６６t
	（合計）

６６t

	
	引渡量

０ｔ
	独自量

６６ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

６６ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

６６ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

６６ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

６６ｔ

	茶色のガラス製容器
	（合計）

９０t
	（合計）

９１t
	（合計）

９１t
	（合計）

９１t
	（合計）

９１t

	
	引渡量

０ｔ
	独自量

９０ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

９１ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

９１ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

９１ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

９１ｔ

	その他の色のガラス製容器
	（合計）

２８t
	（合計）

２８t
	（合計）

２８t
	（合計）

２８t
	（合計）

２８t

	
	引渡量

２８ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２８ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２８ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２８ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２８ｔ
	独自量

０ｔ

	主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの（原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く）
	３t
	３t
	３t
	３t
	３t

	主として段ボール製の容器
	９０t
	９１t
	９１t
	９１t
	９１t

	主として紙製の容器包装であって上記以外のもの
	（合計）

１０t
	（合計）

１０t
	（合計）

１０t
	（合計）

１０t
	（合計）

１０t

	
	引渡量

１０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１０ｔ
	独自量

０ｔ

	主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であって飲料又はしょうゆを充てんするためのもの
	（合計）

７５t
	（合計）

７５t
	（合計）

７５t
	（合計）

７５t
	（合計）

７５t

	
	引渡量

０ｔ
	独自量

７５ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

７５ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

７５ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

７５ｔ
	引渡量

０ｔ
	独自量

７５ｔ

	主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
	（合計）

１５０t
	（合計）

１５０t
	（合計）

１５０t
	（合計）

１５０t
	（合計）

１５０t

	
	引渡量

１５０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１５０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１５０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１５０ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

１５０ｔ
	独自量

０ｔ

	
	（うち白色トレイ）
	（合計）

２t
	（合計）

２t
	（合計）

２t
	（合計）

２t
	（合計）

２t

	
	
	引渡量

２ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２ｔ
	独自量

０ｔ
	引渡量

２ｔ
	独自量

０ｔ


９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法

特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み

＝直近年度の分別基準適合物等の収集実績×人口変動率

また、人口変動率は、次のとおり設定した。

	平成２９年度
	平成３０年度
	平成３１年度
	平成３２年度
	平成３３年度

	３３，９００人

（対前年度比）

９８．２７％
	３３，９５０人

（対前年度比）

１００．１５％
	３４，０００人

（対前年度比）

１００．１５％
	３４，０５０人

（対前年度比）

１００．１５％
	３４，１００人

（対前年度比）

１００．１５％


１０．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号）

本町では、缶（アルミ・スチール）、びん、古紙及び布類を資源ごみとした分別収集を実施している。また、ペットボトルは、組合ストックヤードで選別、圧縮保管等を行う。

	分別収集する容器包装の種類
	収集に係る分別の区分
	収集・運搬段階
	収集・運搬段階

	主として鋼製の容器包装
	缶
	委託業者による指定日回収
	委託業者

	主としてアルミニウムの容器包装
	アルミ製品（缶）
	委託業者による指定日回収
集団回収（廃品回収）
	委託業者


	無色のガラス製容器
	びん
	委託業者による指定日回収

集団回収（廃品回収）
	委託業者

	茶色のガラス製容器
	
	
	

	その他のガラス製容器
	
	
	

	主として紙製の容器包装であって飲料を充てんするためのもの（原材料をアルミニウムが利用されているものを除く
	紙製容器包装
	委託業者による指定日回収
	委託業者

	主として段ボール製の容器包装
	紙製容器包装
	委託業者による指定日回収
	委託業者

	紙製の容器包装（牛乳パック）
	
	
	

	主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であって飲料又は、しょうゆを充てんするためのもの
	プラスティック製容器包装
	
	

	主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
	
	
	


１１．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号）
（１）紙類・布類以外の資源ごみ

	分別収集する容器包装の種類
	収集に係る分別の区分
	収集容器
	収集車
	中間処理

	主として鋼製の容器包装
	びん・缶・

アルミ製品
	指定袋
	２ｔパッカー車
	民間ストックヤード

	主としてアルミニウムの容器包装
	
	
	
	

	無色のガラス製容器
	
	
	
	

	茶色のガラス製容器
	
	
	
	

	その他のガラス製容器
	
	
	
	

	主として紙製の容器包装であって飲料を充てんするためのもの（原材料をアルミニウムが利用されているものを除く
	紙製容器包装
	ひもで十字に縛る
	２ｔパッカー車
	民間ストックヤード

	主として段ボール製の容器包装
	
	
	
	

	主として紙製の容器包装（牛乳パック）
	
	
	
	

	主としてポリエチレンテレフタレート（PET）製の容器であって飲料又は、しょうゆを充てんするためのもの
	プラスティク製容器包装
	指定袋

	２ｔパッカー車
	組合ストックヤード

	主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの
	
	
	
	


（２）紙・布類

	紙類
	新聞、雑誌
	十字に縛る
	２ｔパッカｰ車
	組合ストックヤード

	古布類
	古布
	十字に縛る
	２ｔダンプ
	組合ストックヤード


１２．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

　　　分別収集計画が実行あるものとするため、次の取組みを行う。

　容器包装廃棄物が排出されたとき、分別の区分と分別の基準に従って適正に排出されるように、広報、チラシ等により啓発活動を行う。

益城町分別収集計画

平成２８年　４月

益　城　町

